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要 約 

 Wernicke失語の一症例に対し,一定期間呼称課題を実施し,得られた反応のパターンとその継時
的変化について報告した.さらに呼称の障害と改善過程での錯語の役割について考察した. 発症
後5ヵ月から8ヵ月までの3ヵ月間に197語の課題語について,平均約2ヵ月の間隔を置き2回通り呼
称訓練を行い,1回目と2回目の訓練中に得られた反応(総数)の変化を検討した. 反応のパターン
は(1)正答(2)錯語反応(3)無反応に分類した,さらに錯語は課題語と意味的関係のある錯語と関係
のない錯語に分類・整理した. 呼称正答率は1回目は64%,2回目は80%で呼称の改善が認められた.
次に1回目と2回目で反応パターンの異なった60語についてその変化を見ると,1回目に錯語反応で

あった41語(68%)は2回目にはすべて正答となっていた.また,1回目の錯語総数は105語で,64語
(61%)に目標語との意味的関係が認められた.2回目の錯語総数は66語で52語(79%)に意味的関係
が認められた. これらの結果は呼称の改善過程において錯語が重要な役割を果たし,錯語,特に目
標語と意味的関係のある錯語の出現は改善のひとつの指標となる可能性を示唆していた.  この
結果はGoodg1assらによって提唱されたWernicke失語と健忘失語における意味野の障害の仮説



を支持するものであった.同時にHowardらによる呼称訓練における意味レベルに対するアプロー
チの重要性の指摘に根拠を与える臨床事実であると考えられ,呼称障害の訓練のあり方を示唆す

るものであった.  


